
ス
ロ
ー
フ

・
―
ド
の
雄

生
産
者
○
藤
原
誠
太
（４５
歳
）

『日
本
蜜
蜂
の
蜂
蜜
』暑
置
露
市

西
洋
ミ
ス
ハ
チ
に
は
作
れ
な
い
、

ミ
ズ
キ
、栃
、藤
の
花
蜜
の
融
和

鸞
颯

お
Ｐ

事

輪一一一一〓〓壕菫二華〓鋭

・趾
判
瘍
略
洟
呟

含1匹のミツバチが生きている間に作れる蜂蜜は、テ

ィースプーンで半分ほど。鉄分、ビタミンBl、 ビタ

ミンB2、 ミネラルなどを豊富に含む。

の
丞
向
に
付
着
し
た
蜜
蟻
に
ナ
イ
フ

を
滑
ら
せ
る
や
、
ふ
わ
う
と
言
露
な

花
の
香
う
が
鼻
を
か
す
め
た
。
と
ろ

と
ろ
と
流
れ
出
た
褐
色
の
液
体
を
、
贅
沢
な
ほ

ど
に
す
く
い
と
う
口
に
運
ぶ
と
、
強
烈
な
甘
酸

っ
ぱ
さ
が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

「日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
潰
さ
れ
で
も
し
な
い
限
り

人
を
襲
う
こ
と
は
な
い
。
の
ん
び
う
屋
で
本
当

に
可
愛
い
や
つ
ら
な
ん
で
す
」

ぷ
っ
く
う
と
し
た
お
尻
を
こ
ち
ら
に
向
け
巣

に
温
れ
る
蜜
に
群
が
る
ミ
ツ
バ
チ
を
見
守
う
な

が
ら
、
『藤
原
養
蜂
場
』
三
代
目
の
藤
原
誠
太

さ
ん
は
い
”乳

こ
こ
は
北
上
山
系
、
標
高
７
０
０

ｍ
の
中
山

間
地
に
作
ら
れ
た
採
蜜
場
。
植
物
が
息
吹
を
増

立
夏
の
初
め
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
は
、
ミ
ズ

キ
、
栃
、
藤
と
い
っ
た
花
本
の
蜜
を
せ
っ
せ
と

集
め
て
は
採
蜜
場
に
舞
い
戻
う
、
巣
箱
に
蜜
を

蓄
え
る
。

「単

一
の
花
蜜
だ
け
を
集
め
る
改
良
品
種
の
西

洋
ミ
ツ
バ
チ
と
比
べ
る
と
、
生
産
性
は
３
分
の

１
程
度
で
す
が
、
単
に
甘

い
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

酸
味
、
苦
味
、
辛
味
が
混
ざ
り
合
い
、
自
然
そ

の
も
の
の
味
が
す
る
ん
で
す
」
盆
ば原
さ
ん
）

じ
っ
く
う
と
集
め
ら
れ
た
蜜
を
、
加
工
処
理

す
る
こ
と
な
く
瓶
詰
め
し
た
の
が
、
創
業
明
治

３４
年
、
寒
冷
地
で
あ
る
東
北
に
養
蜂
の
礎
を
築

い
た

『藤
原
養
蜂
場
』
の
蜂
蜜
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
の
食
卓
に
の
ぼ
る
蜂
蜜
は
、
明

治
時
代
以
降
に
輸
入
さ
れ
た
外
来
種

。
西
洋
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
冠
豚原
養
蜂
場
』
で
は
在
来
種
の
日

本
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
蜂
蜜
生
産
に
も
、
力
を
注

い
で
い
る
。

日
本
の
養
蜂
業
者
は
約
３
０
０
０
軒
と
い
わ

れ
る
が
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
養
蜂
を
商
業
ベ
ー

ス
で
行

っ
て
い
る
の
は

『藤
原
養
蜂
場
』
た
だ

１
軒
。
「手
間
は
か
か
る
が
、
日
本
人
だ
か
ら

こ
そ
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
に
こ
だ
わ
う
た
い
」
と

藤
原
さ
ん
の
思
い
の
文
は
深
い
。

←ミツバチは体の中に酵

素があり、それが花の蜜

を蜂蜜に変える。吸つた

蜜を口移しで他のミツパ

チに渡すことを何回か繰

り返したり、日から出し

た蜜を巣に広げて羽で風

を送つて水分を減らすの

と同時に、蜜に混ざつた

酵素が働きつづけて3日

炒 ほどでとろりとした蜂蜜

になる。

藤原養蜂場

岩手県盛岡市若園町3-10

8019-624-3001□ 019-624-3118

http://www.fui:Wara¨yoho.co.:p/

圃10:00～ 19:00

困月、12月 31日 、1月 1日

日「日本蜜蜂の蜂蜜(天然週1.2kg/
7500円、「日本蜜蜂の蜂蜜(にごり)」
1.2kノ7500円 (共に送溝。棚 1)。
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